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静岡縣清水附近天然ガス鑛床地化學探鑛調査報告
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　Shim五zu　Gas　Field　hasりeen　explored
geochem』ic＆11夕by　the　undergroun＆water　me－

t董od．Analyzing　ca．300samples　of　under・

ground　w＆ter　from　the　area　shown　on　Fig．

1，・the　wr五ters　obtain　Fig。3wh三ch　illustra㌻es

t蚕e　distribution　of　the　CH4concentration　in

t互e　area　su蝉eyed．The　western　extension
of　th6Ta曲irαt696thrust　which　forms　the
main・gas　reservoir　in　Shimi2u　gas　deposits

is　disclosed　t車rough　the　results　of　both　this

pr・sp“ct五ng3ndge・1・gicaldata（Fig・4＆

1）．At　last癒e　writers　have　discussed霊elia－

bility　an（i　sign量ficance　of　the　underground

water　me出od。

1．緒・言

の1地形図：溜水〉。北方山地は糸魚川一静岡構造線の

［南端に近く，基盤の第三紀暦は複羅な構造を示してい

る◎第1図は本調査地域周辺の千谷1），伊田2）両民の調

査による地質図である。この附近の一般柱朕図を次に示

す。
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本報告は受託調査1）申請者稻垣直丈氏の承認を得て，

地質調査所報告として発表するものである。　－

，調査の目的は，地化学探鉱法によつて天然ガス鉱床の

所在・規模・歌態等を探査するにある。方法・としては地下・

水法2）を用い，昭和23年11月10日から45日聞調査地

域は静岡縣清水市・庵原郡飯田村及び高部村・安部郡有度

村にわたる約4・5km2の地域である◎

調査には福泉化学工業株式会肚天然ガス工場の工場長

菅眞悟氏以下全從業員の御協力を得た◎特に測量は佐藤

清富美・倉田正夫・宮川光雄の三氏によつて行われた◎

　　　’2．地形，地質及び鉱床『

調査地域丙を東流する巴川は，南方有度山山塊と北方

山地との聞に，東西に細長い神積平野を作つた（5万分

南方有度山山塊（千谷調査区域）は土方暦分布し，その

上に小笠山礫岩が広くのつている。北方山地（伊田調査’

区域）は欝岡暦群（大井川暦）であつて，南北に走る田代

峠衝上は東西に走る断厨によつて数箇所で切断されてい

る。田代峠衝上は独積層下に入つて西に曲るσ

調査地域は巴川沖積地であつて（第1図に示す），ガス

井の記録によると沖積層の暦厚は50～120mあり，砂

礫友び粘土からなつている。その地表地質を知る爲に，

ボーリソグを行つた調査孔のコーアから，第3図の表暦

地質図を作成した。S3砂暦はC1粘土暦の上に分布し，

巴川及びその支洗の両岸のS3砂層の分布地域は地形上

梢々高くなつている。巴川の南岸には2箇所旧巴川河道

を示す三日月形低灘地帯がある。

清水地方（飯田村石川・高部村押切・大内新田附近）のガ

ス鉱床については・本島琉の調査報告5）がある。それ犀

よればガス厨は3暦あつて家表の如くであるo
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玉）　本調査は福泉化學工業株式會薩穰垣直丈氏よりの受託調査申講に

　基くもので，ね細石油開議促進委員會に於て承認され牝昭和23
　年度地質調査計書中の一つである0
2）藤原・下河原　　“ガス鉱床に封する地化學探査の新方法”石油

　技13，No，4．及び後i述を滲照されれセ、o

地質調査所月報第2恕第2號昭和26年

1）　千谷好之助：7万5千分の1　翻岡圖幅1931
2）伊日1一碕善3所謂中央地溝帯附近南西部の地質構浩，京大學鶴報
　告，　No，4，　1945．

3）4）第1圖に示した地域には分布し稔砂．
5）本島，藤原3静岡地方の天然ガス鉱床につ砂て，石油技，13，

　No．4．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　瞭老 田一　　土

　　　　　奏嚢、屏㍉猶

　　　　ξ奎謬騨←

　　　　　　　穀欝翻2・興

第1圖、　地質及び調査位置圏
　A層及び不整合面は共に西に緩ぐ傾斜している（前頁

右脚註5）の論丈の第6図参照）o　C暦は最も重要なガス

産出層で，田代峠衝上面自身であるから乳厚さは一定し

ないが・北に約300傾斜しでいるoガス湧出はこの破碑

帯の上部1に多く，A，B層に比ぺればC層は約5倍の産

出量を示す。ガスは各暦とも水に溶解している如く，「C

暦のガスガく比は1：4・であるo

昭和．23年12月現在・堀馨されたガス井は15井・堀

墾中のもの1井で，1～15号井の位置及び総産出量が第

4図中に円の大きさ（孚径1cmが20，000m3）で記入し

てある1）。叉同図中には本島原図によつて主要ガス暦た

るC暦が沖積暦基底の不整合薗に交わる線と，C暦の等

潔i度線の一部を記入してあるo

　　　　　3．地化学探鉱調査

　（i）　調査地域及び方法　現在迄に知られている鉱床’

の知見から，田代峠衝上面の西南方延長を調べる事が鉱

床の解明に重要と考えられるので，既開発地域を含め

て，その西方及び南方に調査地域を決定し売◎

　この調葦地域ほ大体に於て李坦な神積水田地であるの

で，調査方法には地下水法2）を操用した。方法の大要は

次の様である。

　ユ）　倉肚つデ・一タによる0

　2）前頁左脚註2）の論文所載の方法を改良駿展させて用硲弛oそ
　　の詳邸は別の報告にする心算であるo

　調査地域に縦横短0を2CO瓜問隔に

測点を定め，各測点に深さ約1250c凱

の小孔を掘る。丸一日後孔中に謬出て

きた地下水を（pHを測り），約80’｝ioO

cmの深i度より内容約30ccのガラス

アンプルにとり，密栓して分析室に蓮

ぶoこの試料水を水中溶存ガス分離

器にかけて，溶存ガスを分離する◎分

離されたガスは，携帯用アンブラー型

に改良を施ーしたガス分析器に移して分

析を行うQ（調査能奪の関係上，今回は

一部のテ邦ト以外はメタジ量と残量の

みを定量した。なお溶存ギス分離後の

試料水についてαノを定量した3））。

かくして得られたメタシ分析値に，濫

度・気圧・分離係数等の補正を加え，地

下水1z中のメタンcc数（標準鵬垂

にし七）に換算するoこれを地図上に

落して，溶存メタソ量分布図（第4図）

・を得るo後に述べる様に地下水i存メ

タソ量は，犬体に於て漏出メタン量に

比例するものと考えられるから，この

図面は大体漏出ヌタン量分布図と考えてよい◎・

　この方法は研究途上のものであつ七・様々な外的條件

やら内在的困難の故になお研究すべき多ぐの問題を残し

ているめであるが，今回の調査でも出来るだけ色々の点

を吟昧し乍ら正しい結論を得られる様に努力した。即ち

後に述べる様にして，測点間隔・作孔の深度・探水の深度・

探水の時期・気象・地形・表層地質・地表附近の有機物等々

の影響を吟昧し，徳られた測定値の信頼性について考察

したo

　（ii）’結果　測点配置図を第2図に，得られた結果Φ

主なものを第1表に示す。作孔・探水・分析に際しては，

この外周囲の歌況・孔内地質・日時・天候・水温等を記録し

たが，紙面の都合で省略し，必要なものは別に図示叉は

読明するo特に輝査方法の吟昧の爲に行¶？たテ不トの結

果は第2，3表及び第6図に示す。

第1表より．溶存メタン量分布図第4図を得た。

　（iii）晦味及び考察　調査方法の吟昧の爲に行つたテ

ストについて順衣に述べ，結果に，ついて考察するo

　「測、蔵聞隔』－今回の調査では測点聞隔を100～200血

3）叫瀞窒素量とC1・齢鋤表に示すが・その鰯は鯛の
　天然ガス鉱床調査に参考になる必要な範園にと寧め，以’下主と

　して溶廊メタンにり恥て述べるoな渉この地域附近の地下水の

　化學成分に關しては，丈理大田中敏授還暦記念謙丈集に市毛陽

　二郎氏の論1文があるo
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A～X線ほ：右側の翻と共にミ則織亀指示

Y，z線は線の傍に小さく一部示す如く，北より順茨番號を階す。

叉Q線には50m問隔の測黒占あり，例えばQ　gとQ10の間の黒占はQ9・で表わす事とするo

！

く
、

乳噌鋸4

亀
．53

・G

爵

畷3

＆
・《簾

＆

職

oboo

！へ＼ －

、／／1

1熱

　　　　　　・c，

轟，li

”1

映

ご垂　　、。．・墜鑑＿“。

　　・謡3識・　・茗3鵬鴛拙1期
　。撃2邊灘1星1三藁．嚇乱
禦　　　讐』・曹’響

1鎌1灘菱

　　＼，

窪鞍藷…1

’
恥
認

9
、
G
l

晦＆亀5、

第3圖　畿層地質圖
3一（67）



㊨ 第1表　調査結果表
L

A2
〃3
〃5
〃6

B2
〃3
〃4

〃5
〃6
〃7

〃1．3

C1
〃2
〃3
〃在

〃5
〃6
〃7
〃13
ケ17

〃19
〃21

D1
〃2

〃

〃3
〃4
〃5
〃6
〃

〃7
〃8

〃9．
〃10
〃11

〃13
〃14：

〃16
〃17
〃18

〃19

E1
〃・2

〃3

〃4

〃5

〃6

〃7
〃8
ヶ9

〃10
〃11
〃12
〃13
〃15

〃17
〃19
〃20

B．D

250
250
250
250
250

250
250
250
250
250

250
100
250
250
250

250
250
250
140
250

250
160
150
250

〃

250
25G
250
250

〃

250
150
70
60
50

130
150・
250
250
150

150
150
250

250

250

250

250

150
150
200

150
130
150
250
200

100
150
150

W．D

25

0
19

3
11

　8

　0

15
11

100

13
40
25
31

16．5

53
36

18
55

51

9
16
10
13

11
15

2
32
38

32
20
25
50
40

12
30
66
24：

8
0

25
15
34
15

47
38
82
43
70

58
45
15

120

10
31
21
27
67

10

5
8

婁．D「口H

100
100
70

100
75

75
100
100
120
135

100
45
85
75
75

90
75

70
80

110
65
70
50
55

80
60
80

140
105

80
40
35
60
55

60
100
110
90
60

70
100
110
100
60

70
90

100
100
90

85
60
90
60

130

65
80
80

100
rgO

60
75
60

6．

6．

6．

6．

6．

・9H4iN2etc Cソ

20．7巨4．5

01．5
20．1
00．1
00．2

6．20．2
6．21．4
6。0唱σ．1

6．00。0
6．00．1

6。0

6．0

6．0

5．8

0。6

0，0

0．2

0．2

0．8

6．00．3
6。00．3
　　0。2
6ち00．0
5．80。0

6．

6．

0
Ω
μ

6。2

5．8

6．

5．

6．

6．

6。

2
8
2
2
0

0．0

0。9

0．1

0。4

0．0

0』2

0．1

10・1
1．6

1．6

5。81．3
　　0。0
　　0。0
　　0．0
　　0．0
6．

5．

5．

5．

6．

0
8
8
6
0

0。0

0．0

0．0

0．0

0．0

6．20．0
　　1。7
5．84．6
　　4．5
6．00．3

6，4

6．8

一．0

0．3

0．1

0．4

0．0

6．00．2
　　0．2
　　0．9
　　0．2
　　0．0

9
5

．6

6．2

6．0

5．

6．

6．

6
0
0

11．0
15．7
『τ2．1

14．5

20

25

R

11．2！

14．9
15．1
15．3
10。6

15．4
14．8
16．3
15．2
13．6

16．1
13。3
15．8
8．2

14．9

14．7
13．6
17．6
15．8
15．2

13．7
13。3
16．2
13．5
16．9

11．4
15．5
14．3
16．51

17．0

18．0
16．7
16．2
15．5
16．3，

17．2
16．3
－3．7

13．0
15．2

17。3
11．1
16．1
1ユ．〇

一16。7

13。4：

16．2
13．9
16．4
14．7

0．014．0
1．611。6
0．0・17．0

0．021。3
0．016．0
0．0

0．1

0．0

17．2
17．6
15．0’

331

22

58
21
121

器
・4・！

2181

空ll

コ7i

271

50
981

14

351

44i

65…

112「11月17日
13α1蠣18日

127i

362・
240「

15611月17日
169 l1月18日

64、
26
36．

36
32

　i
80！

521
20i

261

42i

　旨
墓F

5gl11月18日

4612月1細
12511月18日

L

gα錫月M日
40111月ユ8日
44E12月14日

23i11月18日

17E1明14臼
墓！．耀昌1

401

30
36

20，

123
60
25
151

241

261

35i

E21
F1
〃2
〃3
〃4

　〃5
　〃6
〃7
〃8

1G21

　〃3
　〃4
　〃5
　〃6
i〃7

1”9
1　〃10
　〃11

！　〃12
　〃13

　〃19
　〃20
　〃21

H7
1〃81
1
1〃111
　〃12

　12
　〃3
i〃4
F

　〃5
　〃6
　〃7
　〃8
　〃9
　〃10。

1“15
1〃・6

1〃19
！」7

　〃8
K5

　〃6
　〃
　〃7
　〃8
l　〃
…i〃9

1〃10
1”

　〃13
　〃19
　〃20
　〃21

　L6
F　〃

　〃7
　　〃

　〃8
　　〃

1〃9
，1　〃

1〃1G

B．D

150
150
150
150
150

150’
150
60
70冨

250

250，
250
150
25（1

150

150
150
2001
250・
150

W．D

34
30
27

100
55

32
25
34
41
47

30
29
24
18
32

80
51
65
70
70

120165
70，55
80　40

150　49
150　58

’150
150
150
250
250

250
£00

250
250
150

150
80

’60

100
150

150
50
250

250

150

220
150

120
80，
80

100
250

250

250

250

250

18
20
20
60
11

49
60
66
50
80

65
35

132
65
38

15
35
55

、55

70

2
18
66
68
70

78
25
45
16
25

36
35
3－

16．5
32

30
35
15

S・DlpHICH41N2etc

705。8
100
110

1釜8

、。。1

118i

1181

…1

、lll

9・1

105i

ll81

1111

751

11α

80
60
80
90

50．
　11001

10α

90
85

100
70
90
80
90

80
40
158
75
90

90
40

100
90

100

100
100
19、

8・1

105
60
60
60
100

100
80

100
90
90

8：8隠1

13：茎』違：婁

0．d15．7
　　t
O．0　，1．3。3

0．015．0
0．015．8
0．516．0
3。612．4

αノIR
181

．必9

髭1

20
24『

351一
　歌28
24

11・419・9　50

輔曇’翻

賊1118！
0。2i12・8　　　85’

0．1115．9　　30
　　10。q13．7　　　11
　　1　　喪
8：81菱：1・茎8／

　　　　　　　10．0　コ4．5　　　、35！

難i輔
1，113．6171
3・910・83餌

獺囎
0．013．09　　1

8：ろ隆罷釜

0．0　13．8　　　3

0．1　17．4・　1
1．8　15．2　　　8

6．0

1．1

1．4

5。7

0．5

14．5
ユ5．6

10．6
11．2
14．5

0．2，16。4

3．316．1
0．813．5
0．015．7
0。016．8
0．1

0。1

0．0

0．3

5．810．0

5．8

5．6

8。2

0．0

0．4

0．6

0．3

7
24
50
44
124

285
310
280
60
35

16．1　30
14．2’17
15。6　241
16．7　35
12．7　20
9．7

13拳3
12，6
15．7
9．7

80，5．6レQ，0　15．0
・986．詐：誘：811婁：§、

17
28
24
20
24

12月10口
12月14日

I
I12月10日

12月1盗日

12月ユ0日
12月14日

11月28日

‘12月7日
11月28日
12月7日
狐月30日
．12月7日

釜8ほ鋸籍
23口1月28日
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・L

：L10
〃11

4
ケ12

〃

，〃13

ケ

〃15
〃16
ツ17

〃18

M6
〃7

〃

〃8

〃9
〃10
ツ11
〃12
〃13

〃16
〃

〃17
〃18
〃19

N6
〃7
か8
ツ9
か10

B．D

150

150

200

100’
250－

150＝

250
250
250’

250

∫150

250
250
100
200

250

250
210
150

250
200
2、0

250
250

〃11　180
〃15　210

『250
〃17　250・

〃18　250
〃19

06
〃7
〃曜8

〃9

〃10
〃12
P10
〃11

〃121
、ケ13

〃14
〃15
〃16
〃i7

〃18
〃19

Q7
〃9

〃9／
1〃10
〃10ノ

〃11
グ11ノ

ケ12ノ

ヂ肩3
ケ13ノ

〃14
ケ14ノ

150
60

150、
250
150

150
120
250
200
22り

150．
1io
250
60

150

130㎏
150
150
150
150

150
150
150
150
140

W．D

45
48
68
25
73

50
85
47
65
45

29
35
26
28

S．D

15、5！

17
16

8
40
12

13
13
13
38
30

31
14
6’

70
14

95
90
85
65
100

pH

5．8

6．0

6．0

110
100

・100 62
100

1006．0
10e．6．0
1006．0
100
605．8
80
80

100
70
10U

C氏、

10
53
80
21
20

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．7

0．8

1．3

0．0

0．9

3。6

1．5

13．0
5．2

0．4

5．814，1
6。02．1
6．010．O
　lo．1
5．8

10α5．8
100

100』
100
1006．0

70
100
80
70’

90

120
120
1QO
90

6．2

5．8

6。0

6。0

6，0

6．0

6．2

6。0

6．0

0．2

2，4

2．4

2．2

0．0

0。4

2．2

4。7

1．7

0．7

1．2

0．3

0．0

0．0

0．G

N2etc

150
150
150，
150
70』

26

7
40
37
40

30
50
ユ8

29
32

ユ0．8

36
15
25
38

38
58

10。5
21
28

43
3壬

15
25
27

86
22
34
3¢

34

90
30
go
70
70

90
100
85

100
100

115
80
90
50
8D

110
85

監ll1

1191

11q
ユ05

80
110

120
80

1101

110
80

　！

15．51
1｛．8

10．9
11．8

Clノ

16，2
10．8
16．3
i2．0
13．91

12，7
12．さ

9．0・

11．9
12．3

14．4
12．4
1181
15，7
10。31

14．61

16．2
15，0
14．5
13．2

13。Ol

12．8
13．8，

13』3
13．2

20
17
17
17
17

20
17
20
20
14

20
26

R L

14．3
14．9
12．0
15．Ol

1．615．1
6．0、2．7

2．3

2．3

4．9

3．2

0．1

2．7

1．2
4：．8

2．4

．066
0．3

1．1

0．1

0．2

15．3
16．9、

11．8
11．1
13．4

16．9
15．8
12．8
1r．8
16．9

8。4

15．7
14．1
15．6
16．3

0．013．3
0．016．51．2112．8

7。613．1
2．312．2
0．8 14．9…

0．2i14．5

1．51コ6。2
0，3「15．2

　
1．OF15．O　i

o．2レ14．2

　
1．3　15．6　1

0．4i15．6　・

0．2111．51
0．1ヨ16．4

　」

12月7日
11月3」日
12月7日
11月28日
12月7日

11月28日1
鍛月7日i

20降1月30日

2012月7日
20、

矧
・33

40
20

26
1Z
17
17
23

35
、30

20
20
20

20
17
20
17
17

43
17
17
17
17

10
17
14：

27
17

17
17
3～

40
17

14
17
45
201

20

20
14
20
40
30

14
141

18i

・・1

11月30日
12月7日

Q15
〃15ノ

〃16

R6
〃7

〃8

ケ9
〃10
ゲ12

ヶ13

〃14
〃15
〃16

グ

〃17

〃18
ケ19

T5
〃6
ケ7

〃8

グ9
〃10
ケ11

グ

ヴ12

ケ13
ゲ14
〃15
グ16

〃17
〃18
〃19
ヶ20
〃・21

V5
〃6
グ7
〃8

〃9

1〃11
　，〃

　〃12
　〃、13

　ケ14

〃15
〃16
〃17
〃18
〃19

伊20

×7
〃8
グ10

ヶ11

B．D

〃12！

〃13
〃

〃14

〃15

　〃16
　〃17，

　〃181

1〃20

t　〃21
　　　

150
150
150
150
150

150
200
250
180
150

250
250
150

150

W．D

29
45
78
15
21

26
21
35
25
60

s・DlpH

工5

15i
55
60
18

150　20
15（）　48

150　30
150、38
250　18

250
150，
250
150

100
250
250
250
150

150
250
150
200
90

150
250
250
250
250

100

200
250
50

250
250
250
250
150

80
250
250
150
250

200
110

250
150臼

20
12
35
24
25

75
18
32・

20
40

12
18
12
32
23

43。5
22

　8

20
27

45
47
54
28
23

63
34
23
38
53

17
11
30
89
80
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20
30
23

8

1101

110
110
80
100

1811

…t

l8i

951

181

11

1劉

ll

1。。l

l891

111

CH4、N2etc
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25G
180
ユ50

1501

41

20
31

11G
100
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100
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70
60

100
55

5．8

、5．2

6．0

6．0
．6．0

6も0

5．8

1．8

0．1

0．1

7．4

t1．8

．5．4

7。7

3．5

雛、

7．81

1．5

0．2
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2．0

12．2
13．3
14．4
10．9
9．9

10．3
16．3
13．7

14：．4

11．4
18．2
22．8
16．0
16．7

0．0－603
0．017．8
8．511。7

12．21　9。3
　　16・6門・2
111．3　　9．0

1．512乙5
8．2ig．4

1．912．4
0．912．9
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1005．8
1005．8、
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1005．6
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90
90
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75
100
90
60
65
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、100
100
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110

110
45
60
90
55

は00

5．910．7
10．711。3
3。21！し0．4：

3．512．3
f1．or13．7

3．7

1．9

0．3

0。1

0．4

0．0

6．7

10．1
6．3

7．2

　　0．1
　　0．0
6．0・0．3

　　1．2
　　4．5

7．8

6．3

2．8

4。9

13．9
13．4
13．2
15．6
10．4

11．7
11．8
12．9
12．2
12．1

18．2
16．7
15．1
11．4
14．3

・・71…9

0．6113．6

1．115．4
5．2112．3

8．9

11．7
1．5
12．4

慧：31

6．。琶：垂111：l

　l　l

1：鰹il騰
6・00・0115・3

6・012・9

5．88．6

16．4：

訓・1811：醐器
70
90

5。810．1
i・・4

12．1

13．3
15。4

αノ

24
14
140
56

20
17
17
20
20

20
20
17
17
24

R

24
20
301
17，

12月4日
121月7H
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署
14

劃1箋耶昌

20
20
20
47
24

23
45
170
14
鍛

17
17
2i
21
17
　『

14112月7日
20112月18日
50
30
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20
17
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－20
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24
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23
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15

14
17
17
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12月2日

12月7日
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L

X2牙

Y1
〃　2
〃　3
〃　4

〃

〃　5
〃　6
〃　7
〃　8

〃　9
〃10
〃11
〃12
〃13

〃13
〃14
〃15
〃16
〃17

〃18
〃19
μ20

B。D

150
200

』150
150
150

150
150
120
100

150
150
150

i60

150
150
150
150

150
150
150

W．D

34
20
77
16
45

30

0
13
12
29

15
10
20
27
12

25
15
16
22
22

16．
29
30

SD圃C晦etc
7d6、α

翌81

111

…！

1001

100i
401

70t

751

351

50i

801

60
　1
501

60i

70
1001

1001

90・
1001

95

0．012．5
1．7　8．5
1．0「13．7

1．9　14．4

6．911．7　1
5・8112・7・
4：．314．4

3，613．6
0．016．3
0．015。5砿71、7．6

・1．gl11．8

0．110。6
1．712．7
1．013，7　　1
ユ．3116．0

4．1　12．48

4。513．2
6．212．9
6。910．8

8．512。8
7．614。4
5．3，12．4

Cld　R　IILl
・41

181

17
24

14
19
14
14
10

241

351

24
15
12

20
24
14
17

171

墓
2雪

12月17日

12月18白

1朋17日

12月18日

Y21
〃22
〃23
〃24

Z1
〃　2
〃　3
〃　4
〃　5
〃　6

〃　7
〃　8
〃　9
〃10
ケ11

〃12
〃13
〃14
〃15
〃17

〃18
〃19

BDlW・DI

150！29
150114
麦ll暁

250　　3ジ

250　　43－250165

118雌
100190
150160
150　　65
60121

150卜28
250122
　　1
250111
250120
150　　17
　　　
1201　37
250i80
250120
250 20
　　

＄DlpHICH醤IN2etc

　し1GOi

ユOq
10Ql

100、
951

105
1051

10α
10α
100！

…1●

1181

601

1Gq
　サ

5α

　し1001

・30

60
851

55i

3α

αl　R

符号説明

8．1 　，9．1

6．8　12．1
6．Qほ2．7・

2・5陣・71
8．8i11．7

9．2i－0．5，1

8・519・8、、

9・6i11・8

1：llllll

　　
0．21i4．7，

0。0515．5

0．314．3
1．912．1
6．714：．0

8．213．6
7．013．2
2．2　12．7

8：鵬1

4．4：14．1

5・912・7

　』
L．：測点位置（Location：No．）table　B．D。：

W．D．：地下水面深度（Water　Depth）　S．

pH：東洋濾紙製pH：試験紙を用う，途中で不足した爲後孚は測定せず

CHl4：地下水1～中に溶存するCH4のc．c．数（標準状態にて）を表はす。

定量誤差は±5％以丙

N2etc．：地下水1♂中に溶存するN2etc．（02稀ガスを含む）のc．c．数

（標準状態）定量誤差は±5％以内

Clノ：地下水∬中のC1ノ量をmgで表はしたもの。Mohr法で滴定。
試料少量で濁つたまx述速定量を行つた爲士3mgβ位の誤差がある。

R，：同珂測点で操水日の異るもののみ日付を記した◎．

　　　　　第2表　試験孔結果．表

1貿

論
241

鞘
麹

ll

萄
17，

361

罫1

鍛
201

作孔深度（Bor量ng　Depth）．

D：探水深度（SamPling　DePth〉

L

T1

T2

B．D

250

25G

W。D

9
！9

9
9
6
9
8
8

3
9

S．D

80
90

110
100
100

100
100
80
80

100
100

pHiC晦etc
6．到5．3

　　4．5
　　5。9
6．07。6
6．06。8

6．0、5．3

6i27．3
　　3．8
　　曾．6
　i4．7
　｝
6，4 2．6
6．o巨．9

　『

．Cソ

10．9
8。4

コ1。4

11。5　143
10。4　170

11．1　120
0。8　155

13．5　123
12．2　130
9．t　232

1L2，20〔1
11。9　157

R　ll　L

11月15日
〃15日
〃16日
〃17日
〃18日

〃20日
〃22日

12月1日
〃　1・日

11月16日

　ケ17日
〃17日

　T3

1T4

B．D

150

350

W．D

16

0
0
0
8

16
13
22
15
23

22
48

S．D　pH

1006。0
1006．0
1006．0
1005．8
1005．8

1006．0
90’5。8

100
1506．2
1506．Q

11015．81001

CRdlN2etclC1ノ

2．411．0
0．414．0
0．3．12．2

0．314．0
0．1　9．7

0．214．3
0．012．7
5。011．3
4。512。3
5。011．7

1
0・3！11・51

1．2！9．8
　　！

177
52
65
76
97

105
105

24：4：

290

窪47

250

R

11月1昭
〃19日
〃20日
〃21日
〃22日

〃23日
〃29日
〃16日
〃17日
〃18日

グ30日
12月8日

　　　符号は第1表と同様・

第3表　試験孔採水深度試験結果表

L

T2

B．D

250

陣D
36
36
25
25
25

し

I　S・D

80
150
32
70

115

pH lC刺N2etc
3．2

3．3
（、．4

0．55
0．6

12．1
12．7
14．9
12。0
12．7

αノ R

1鰐1
符号は第1表と同様
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にとつた （但し砺⑫爲作

孔の出来なかつた処，地下

水位が低すぎて探水出来な

かつた処，川の爲調べられ
　　　　　　　　　　　　　ζ

編灘灘鋼薦’
にQ線でぽ．50m聞隔に・

Y，Z線では，30m聞隔に

調べて見たoその結果は大

体蓄ご於てよいi連続性を示

し，100《’200mの測点間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ
　　　　　　　　　　　　　鑛一／隔で調べた結果は充分濃度

秀布を示すものと考えてよ

　　　　　　　　　　　　難髪い事が解つた。

　「作孔の深度』　1例しか

ないが，同一地点に約1m

一づつ離して掘つた試験子LT

　　　　　　　　　　　／1～T．4の結果によれば（第
　　　　　　　　　　　　　　∠
2表）150～350clnの作孔

深度で溶存メ、タン量は大し

て相違はない◎この地域の

　　　　　　　　　　　一地下水面は一般に深度0～

6∂cml仕事の能牽上可能

な最深深度をも考えて・作

孔深度250cmを選んだo

砂利等で250cm掘れなか
つたものもあるが，この範

囲で結果の解析には充分と

思われるじ

　「操水の深度』　試、験孔

丁．2にっいて探水深度を

変えて2回調ぺた結果によ

；執

　…

　魂
一顔

％

z

”

3
窮

‘

㎜「
／’

　’．ダしoo
J2、7

ゆ　　　　ノ5ρ

　　　　　’葬蔚蘇・’識
　　　　　　ポ⑰　　　　ダ
　　　　　　／『
　　　　　プ

イ例

醜・　＼　　　　　　＼＼
一
ノ
　
　
　 雷代峠衝上面の井積肩基底に交はる線

　　　，挿
ノ
、
鹸 全

ノ、ゆ

ノ

ド　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　ヌ　

　　．の地表よりの等深度線

o

　　　　　　　第4圖　　落存メ　タ

れば（第3表〉，地下水面下約100cm迄には溶存メタ．ソ

量の急激な変化はなく，上下の差は0．2cc／」に過ぎな

．かつた。但し第1・回は勉月11日に孔中の水を竣い出し

、て新しく湧いた水を，i翌12日に調べたもの，第2回は

そのま二8日間放置して19日に調べたものである。そ

の聞降雨の爲雨水が混入して，地下水面深度及びClノ量

が減少しているが，溶存メタソ量はメタソの塞中への逸

、出の爲更に減少している。

　「探水の時期及び気象の影響」試験孔丁。1，T㌧2，T。4

等につめ《の数日周に亘るテろトによれば・作孔後1・》2

日位は比較的安完で，．Tユ以外は以後次第に溶存メタン

量は減少する。但し雨の影響を受け易いρ第6図に測定・

　した試験孔の値と気象状態の一部1）を図示してみた。、

T．2，T4では殊に雨後弛表水が流入して地下水面深度・

　郊　鰍ガス井とガ耕番号

○〆讐麟looポ　　　　　　　　　　　　「

　、　　　　　　　　　■　　　　畜
〆1断面線（斗5図断颪図）

ン量分布圖

溶存メタン量及びClノ量の1減少が起つているのが解る

（試瞼孔の位置が悪く雨水の洗入を防止出来なかった）。

T．1はや』値に変動があるが，原因不明である2）Qこの結

果から，雨水の流入を防止して，作孔後1日以内に操水

するのが適当≧思われるo作孔後日の経つたものや，地

表水の入つたものは，一度孔中の水を汲み出して新たに，

湧いた地下水を1日以内に探水するとよいo

　「再現性』3）　今回の調査では第1表に2つのデータリ

示されている24測点について，繰返し別の日に調ベズ・

1）氣璽珀記氣蟹で測つ樋の，雨量1瀞岡測噺（調査地域の

　西南約5kmにある）のデータである0
2）ごく近くにガス露頭あり，その影響を蜘て幡らしい・氣堅

　等の影響もあるかも知れない。
3）　こ』でいう再現性と建同一地黙で同一條件で時だけ攣えて調べ

　牝とき何時も同じ値が得られるか翠うかの間題をいラo
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みて再現性を調べたo又X測線と名測線では近接点で再

現性がうか黛える。その結果は大部分よく再現性を示

し，溶存メタン量のo．5cc／♂以上の相違を示したのは

8測点である。その内L6，L9は雨都降つて雨水地表
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水が洗入した爲と属われ・他の6測点は第4図を見てい

ずれもメタγ濃度分布の急に変る附近にあたつているか

ら，恐らく漏出メ・タン量の変動があるのではなかろうかQ

　「地形』調査地域丙に巴川が流れ，殊に南側に三日月

湖状の低地を残しているので，その附近は若干地形の高

低がある。他は殆んど水乎で，浅部地下水の洗動は殆ん

どない1）。上述三日月湖状低地附近で地下水位が低ぐ探

水出来なかつた処がある以外，特励の影響は到らなかつ

たo

　「表暦地質及び地表附近の有機物の影響」地下からの　・

漏出ガスの透過度や吸藩度の表暦地質による差異，及び

地表附近り有機物から発生するかも知れないメタンガス

の調査結果に與える影響を吟昧する爲に，作孔の時のコ

ーアの地質から表暦の地質図第3図を作つて，メタソ分

布図第4図等と麹べてみたが，特に相関関係はない様で　、

ある。草炭暦も存在するが，これからメタンが発生して

㌔・る様な影響も認められない◎

　「結果り考察』以上の吟昧によつて・溶存メタン量に

関して得られた結果は，地下から漏出してきたメタンが

浅所地下水中に溶存している量の定常的分布を示す事が

わかる。地下水中のメタソ溶存量は，犬体に於て地下か

ら漏出するメタンの漏出密度に比例するものと考えられ

る。と言うのは以下の理にもとずく。溶存ガスは土壌聞

隙を介して地下水と室気との間にガスの溶存平衡を保つ

方向に動く。郎ち大気中にはメタンが殆んどないから，』

地下水に溶けているメタソは絶えず土壌間隙を通つて大

気中へと逃げてゆく筈である。地下水中溶存メタン量が

定常値をとるのは，地下から絶えず漏出するメタンが地

下水に溶ナてゆき，その地下水に溶けてゆく速度と地下

水から大気中へ逃げて行く速度とが李衝を保つ様になる

からである5後者の速度ぼ一般にかなり速やかである◎

結局地下水中溶存メタソ量の大きい処は地下から漏出し

てくるメタンガス量が多い処と云う事になる。これらの

定量的測定は，犬規模な実験を必要とする爲，残念乍ら・

行えないが，地下水中のメタン量が飽和に，は大分遠いの

に定常値を示す（再現性がある）事，肉眼的ガス露頭との

関係の大体の一致，溶存メタン量の多い地下水の溶存窒

素量が他のに比べて少ない事（地下水にメタンが下から

供給されて大気中へと逃げてゆく時，溶存窒素の一部は・

必然的にメタンに俘つて逃げる）地表近くの地質の影響

があまり見られない事などから，得られた結果，邸ち第
’
4
図 は大体メタンの漏出量分布を示すものと考えられる

　　　　　　　　　　　　　　と　・1）地下水流動に關してはダルシーの法則V昌ki一がある0即ち流

　　　　　　　　　　速vは動水傾斜丁一に比鰯る。蝦ま透水係教と呼び・調査地．

　　　　　　　　　　　　　し　　の表土璋くでは0・1－0・COOlcmlsec位・丁は0・001以下であ

　　　るからvは3ド常にイ」、さセ、o

のである。

　さてメタン漏出量分布と鉱床との関係は，今のところ

全く経験と推測による到断しか下し得ないのであるが，

そもそも地化学探鉱法はこの経験と推測をもとにして今

日迄発達してきたものであるo印ち主としてアメリカ及

びソ蓮に於ける十数年の研究と経験によつて石油鉱床で

のガス漏出量分布と鉱床芝の関係が大体捉えられてい

る1）。地下水法は筆者等の始めた方法であるが，漏出ガ

ス量分布と鉱床との関係は他法の場合と大差ないと考え

られる。そこで今回の結果から鉱床の推測をしてみる

と，調査地域東北隅附近のガス井の記録北方山地の地質・

構造・殊にガス井柱獣図より判断した衝上面の位置等の

関係を参照して，調査地域の東北方から西南方へかけ宅

の大体対角線のあたりに北方からの田代峠衝上面が延び

ていて，これが主なガス集積暦となつており，その衝上

面の神積暦基底と交わる線の北側，邸ち北にゆるく傾斜

する衝上面から広くガス漏出が行われていると考える事
’
が
出 来る。即ち第4図の対角線の西北側は東南側と明ら

かに濃度分布を異にしているが，西北側高濃度地帯が衝

上面からのガス漏出の行われている堆域と考えられる。

この地域内でも殊に高濃度の部分が3つあり，東北部の

それは丁度現開発地域の北に接している。この3者は如

何なる理由で生じたかは不明で，今後のガス井堀難によ

り明らかにされる事を期待したい。

　以上の推測結果に基いて鉱床の開発を進めるとすれ

ば，上述の対角線の少し北側印ちガス漏出の多い処の南

端澁くから堀馨してみで，衝上面を追い乍ら開発してゆ

く必要があると考える。

　なおこの対角線を載る如く，3本のメタゾ量分布断面

図を作つて，横の推移を図示してみた（第5図〉o

4．結　　論

　調査地域附近の地質構造，既開発ガス井の地質柱状図

と産出状況から推定した既開発地域の鉱床の構造，及び

今回の地化学探鉱調査の結果から次の事が明らかになつ
1
た
。

　『本地域の主壼ガス暦である田代峠衝上の西方延長が・

本調査区域の東北隅から西南隅へと略々対角線の方向に

葬び，その北側に第4図の如き顯著なガス徴候を示して

いる』。

　なお天然ガス舘床地化学探鉱法地下水法について若干

の改良吟昧と考察を加えたが，地下水溶存メタン量分布

　とガス鉱床との詳しい関係は将来堀馨さ紅るガス井の資

料と対比研究し，更に順次明かにされなければならない・

1）例えば」．J乳kbsky，Exp1・r醐・nG船physicspP．639」665
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